
平
成
十
年
五
月
十
五
日
受
領 

答

弁

第

二

七

号 

      

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
子
ど
も
の
国
籍
取
得
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
四
二
第
二
七
号 

平
成
十
年
五
月
十
五
日 
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一 

 



 

一
の
（
2
）
に
つ
い
て 

一
の
（
1
）
に
つ
い
て 

平
成
七
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
、
国
籍
を
無
国
籍
と
し
て
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
た
四
歳
以
下
の
者
は
四
百
六
十
四
人

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
数
は
、
平
成
八
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
は
七
百
三
十
四
人
、
平
成
九
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で

は
九
百
三
十
三
人
と
な
っ
て
い
る
。
外
国
人
登
録
事
務
上
、
無
国
籍
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
者
の
中
に
は
、
本
来
的
な
意

味
で
の
無
国
籍
者
の
ほ
か
、
国
籍
不
明
の
者
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
が
、
無
国
籍
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
四
歳
以
下
の

外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。 

二
十
歳
未
満
の
も
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
七
千
四
百
十
六
人
、
タ
イ
に
つ
い
て
千
六
百
四
十
九
人
で
あ
る
。 

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
と
い
う
。
）
又
は
タ
イ
王
国
（
以
下
「
タ
イ
」
と
い
う
。
）
国
籍
と
し
て
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で 

右
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
者
の
う
ち
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
又
は
タ
イ
政
府
に
よ
り
旅
券
の
発
行
を
拒
否
さ
れ
て
い
る

者
の
数
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
統
計
は
な
い
が
、
同
九
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
（
以
下 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
子
ど
も
の
国
籍
取
得
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

一
の
（
4
）
に
つ
い
て 

一
の
（
3
）
に
つ
い
て 

二
の
（
1
）
に
つ
い
て 

な
事
案
に
お
い
て
母
親
を
特
定
す
る
に
は
、
外
国
人
出
入
国
記
録
の
調
査
の
み
に
よ
っ
て
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
無
国
籍
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
は
な
い
。 

そ
の
人
数
に
つ
い
て
の
統
計
は
な
い
。 

及
び
母
の
い
ず
れ
も
が
特
定
さ
れ
な
い
と
き
を
い
い
、
あ
る
者
が
父
又
は
母
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
て
も
、
こ
れ
を
特
定
す

る
に
は
至
ら
な
い
と
き
も
、
右
の
要
件
に
当
た
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
右
最
高
裁
判
決
の
よ
う 

な
お
、
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
統
計
は
な
い
が
、
同
九
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
と
し
て
外

国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
二
十
歳
未
満
の
も
の
は
四
万
九
千
九
十
六
人
で
あ
る
。 

外
国
人
で
あ
る
母
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
、
出
生
後
日
本
国
民
で
あ
る
父
の
認
知
を
受
け
て
も
日
本
国
籍
を
取
得
し
な
い
。 

外
国
人
登
録
事
務
上
、
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
（
以
下
「
ブ
ラ
ジ
ル
」
と
い
う
。
）
旅
券
を
所
持
す
る
者
に
つ
い
て
は
、 

御
指
摘
の
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
は
、
「
（
国
籍
）
法
二
条
三
号
に
い
う
「
父
母
が
と
も
に
知
れ
な
い
と
き
」
と
は
、
父 

四 

 



 

二
の
（
4
）
に
つ
い
て 

二
の
（
3
）
に
つ
い
て 

二
の
（
2
）
に
つ
い
て 

我
が
国
の
国
籍
法
は
、
父
又
は
母
が
日
本
国
民
で
あ
れ
ば
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
と
の
原
則
を
採
り
つ
つ
、
日
本
で
生
ま

れ
た
子
の
父
母
が
共
に
知
れ
な
い
と
き
、
あ
る
い
は
父
母
が
共
に
無
国
籍
で
あ
る
と
き
に
も
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
と
の
制

度
を
採
っ
て
お
り
、
無
国
籍
児
の
発
生
を
で
き
る
だ
け
防
止
す
る
こ
と
に
考
慮
を
払
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
国
に
お
け
る
国

籍
立
法
が
同
一
で
な
い
た
め
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
無
国
籍
児
が
生
ず
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
特
に
要 

外
国
大
使
館
の
旅
券
の
発
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
国
が
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
国
籍
の
付
与
は
、
我
が
国

の
国
籍
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
定
め
る
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
外
国
政
府
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

子
の
父
又
は
母
を
特
定
す
る
た
め
の
調
査
は
、
具
体
的
事
案
に
即
し
た
方
法
に
よ
り
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
外
国
人
出

入
国
記
録
も
そ
の
資
料
の
一
つ
と
は
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
記
録
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
右
最
高
裁
判

決
に
反
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

五 

 



 

三
の
（
1
）
に
つ
い
て 

二
の
（
5
）
に
つ
い
て 

件
を
緩
和
し
た
簡
易
な
手
続
で
帰
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
お
り
、
無
国
籍
の
解
消
に
つ
い
て
も
配
慮
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
最
高
裁
判
決
は
、
現
行
国
籍
法
の
基
本
的
な
解
釈
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
戸
籍
の
記
載
上
、
嫡
出
の
推

定
が
さ
れ
な
け
れ
ば
胎
児
認
知
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
認
め
る
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
籍
法
第
二
条
第
一
号

の
規
定
を
合
理
的
に
解
釈
適
用
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
旨
を
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
最
高
裁
判
決
は
、
国
籍
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
「
日
本
で
生
ま
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
父
母
が
と
も
に

知
れ
な
い
と
き
」
の
解
釈
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
判
決
の
考
え
方
を
十
分
咀
嚼

そ
し
や
く

し
、
今
後
と
も
、
無
国
籍
児
の 

二
の
（
4
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
現
行
国
籍
法
に
お
け
る
無
国
籍
児
の
発
生
の
防
止
や
無
国
籍
を
解
消
す

る
た
め
の
措
置
は
相
当
な
も
の
で
あ
り
、
改
正
の
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

発
生
を
で
き
る
だ
け
防
止
す
る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
に
十
分
考
慮
を
払
っ
て
国
籍
行
政
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

こ
の
よ
う
な
例
外
的
な
場
合
に
つ
い
て
の
同
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
そ
の
指
針
と
な
る
右
最
高
裁
判
決
の
趣
旨
を
踏 

六 

 



 

三
の
（
3
）
に
つ
い
て 

三
の
（
2
）
に
つ
い
て 

の
有
無
に
つ
い
て
（
通
達
）
（
平
成
十
年
一
月
三
十
日
付
け
法
務
省
民
五
第
百
八
十
号
）
」
に
基
づ
く
取
扱
い
に
よ
り
適
切 

右
最
高
裁
判
決
の
法
廷
意
見
は
、
現
行
国
籍
法
の
基
本
的
な
解
釈
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
戸
籍
の
記
載
上
、
嫡
出

の
推
定
が
さ
れ
な
け
れ
ば
胎
児
認
知
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
認
め
る
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
籍
法
第
二
条
第

一
号
の
規
定
を
合
理
的
に
解
釈
適
用
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
旨
を
判
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
例
外
的
な
場
合
に
つ
い
て
同
規

定
の
合
理
的
な
解
釈
の
範
囲
内
で
対
応
す
る
と
の
考
え
方
に
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
国
籍
法
の
改
正
を
行
う
必
要

は
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。 

ま
え
、
「
外
国
人
母
の
夫
の
嫡
出
推
定
を
受
け
る
子
に
つ
い
て
、
日
本
人
男
か
ら
認
知
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
の
日
本
国
籍 

右
通
達
に
お
け
る
認
定
の
一
応
の
判
断
基
準
で
あ
る
期
間
は
、
右
最
高
裁
判
決
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、
戸
籍
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
上
の
出
生
届
及
び
国
籍
の
留
保
届
の
届
出
期
間
等
を
考
慮
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
仮
定
の
裁
判
結
果
を
想
定
し
た
御
質
問
に
つ
い
て
答
弁
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

七 

 



 

三
の
（
4
）
に
つ
い
て 

は
、
準
拠
法
た
る
日
本
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
上
原
則
と
し
て
右
父
と
の
間
の
法
律
上
の
親
子
関
係
が

存
在
し
な
い
の
で
、
出
生
に
よ
り
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、
親
子
関
係
に
よ
り
我
が
国
と
の
結
合
関

係
が
生
じ
る
の
は
、
子
が
日
本
国
民
の
家
族
に
包
含
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
社
会
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
に
よ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
日
本
国
民
の
嫡
出
子
に
つ
い
て
は
、
当
該
日
本
国
民
が
父
で
あ
る
か
母
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
日
本
国
籍
を
付

与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
の
に
対
し
、
嫡
出
で
な
い
子
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
は
な
い
男
女
間
か
ら
生
ま

れ
た
子
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
嫡
出
子
と
同
様
の
親
子
の
実
質
的
結
合
関
係
が
生
じ
る
と
は
言
い
難
い
こ
と
か 

ら
、
嫡
出
子
と
は
別
個
の
考
慮
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
法
上
嫡
出
で
な
い
子
は
母
の
氏
を
称
し
（
民

法
第
七
百
九
十
条
第
二
項
）
、
母
の
親
権
に
服
す
る
（
同
法
第
八
百
十
九
条
第
四
項
）
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明 

国
籍
法
第
二
条
第
一
号
に
よ
る
国
籍
の
取
得
は
、
出
生
時
に
日
本
国
民
で
あ
る
父
又
は
母
と
の
間
に
法
律
上
の
親
子
関
係

が
存
在
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
、
出
生
後
に
認
知
に
よ
り
日
本
国
民
と
の
間
に
親
子
関
係
が
生
じ
て
も
、
日
本
国
籍
取
得

の
効
果
は
生
じ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

嫡
出
で
な
い
子
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
と
、
婚
姻
し
て
い
な
い
日
本
国
民
で
あ
る
父
と
外
国
人
で
あ
る
母
と
の
間
の
子 

八 

 



 

以
上
の
と
お
り
、
嫡
出
子
と
嫡
出
で
な
い
子
と
の
間
又
は
胎
児
認
知
と
生
後
認
知
と
の
間
に
お
い
て
、
国
籍
取
得
に
つ
い

て
差
異
が
あ
る
こ
と
は
、
合
理
的
な
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
法
の
下
の
平
等
に
反
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

ら
か
な
と
お
り
、
嫡
出
で
な
い
子
の
父
子
関
係
は
、
通
常
、
母
子
関
係
に
比
し
て
、
実
質
上
の
結
合
関
係
す
な
わ
ち
生
活
の 

は
、
国
籍
の
安
定
性
の
要
請
等
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。 

は
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
、
出
生
前
に
父
か
ら
認
知
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
父
子
関
係
の
実
際
は
通
常
の 

嫡
出
で
な
い
子
の
父
子
関
係
と
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
生
後
認
知
に
よ
っ
て

は
日
本
国
籍
取
得
の
効
果
が
生
じ
な
い
の
は
、
嫡
出
で
な
い
父
子
関
係
に
基
づ
く
子
の
生
来
国
籍
の
取
得
に
つ
き
、
認
知
の 

同
一
性
が
極
め
て
希
薄
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
等
が
考
慮
さ
れ
て
、
原
則
と
し
て
、
日
本
国
民
で
あ
る
父
の
嫡
出
で
な
い 

に
、
国
籍
法
が
、
子
の
生
来
国
籍
の
取
得
に
つ
き
、
子
の
出
生
の
時
点
に
お
け
る
親
子
関
係
の
存
在
を
要
求
し
て
い
る
の 

子
は
出
生
に
よ
り
日
本
国
籍
を
取
得
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。 

遡そ

及
効
を
認
め
て
、
子
の
出
生
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
籍
の
変
動
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
は
、
嫡
出
で
な
い
子
の
国
籍
を
父
の

認
知
が
あ
る
ま
で
不
安
定
な
も
の
に
し
、
子
本
人
に
と
っ
て
も
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う 

次
に
認
知
の
点
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
と
、
日
本
国
民
で
あ
る
父
の
嫡
出
で
な
い
子
で
も
父
が
出
生
前
に
認
知
し
た
も
の 

九 

 



 

四
の
（
2
）
に
つ
い
て 

四
の
（
1
）
に
つ
い
て 

て
、
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
み
ち
を
開
い
て
い
る
。 

我
が
国
の
国
籍
法
は
、
出
生
に
よ
る
国
籍
の
取
得
に
関
し
、
原
則
と
し
て
、
父
母
両
系
血
統
主
義
を
採
用
し
て
い
る
が
、

国
籍
法
第
二
条
第
三
号
に
よ
り
、
補
充
的
に
生
地
主
義
を
採
用
し
、
無
国
籍
児
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
配
慮
を
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
極
め
て
限
ら
れ
た
範
囲
で
あ
る
が
、
な
お
無
国
籍
児
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
同
法
第
八
条
第
四
号
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
帰
化
条
件
を
大
幅
に
緩
和
し
た
簡
易
帰
化
に
よ
っ 

る
。 な

お
、
国
籍
法
に
は
、
準
正
に
よ
る
国
籍
取
得
や
簡
易
帰
化
等
の
補
完
的
な
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
併
せ
考
慮

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

外
国
人
女
の
嫡
出
で
な
い
子
が
、
日
本
国
民
男
か
ら
胎
児
認
知
を
受
け
て
お
ら
ず
、
母
の
外
国
国
籍
が
付
与
さ
れ
な
い
場

合
、
日
本
に
お
い
て
生
ま
れ
た
外
国
人
男
女
の
嫡
出
子
に
父
及
び
母
の
外
国
国
籍
が
付
与
さ
れ
な
い
場
合
等
が
考
え
ら
れ 

以
上
の
と
お
り
、
国
籍
法
上
無
国
籍
の
防
止
及
び
解
消
に
つ
き
十
分
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 
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四
の
（
5
）
に
つ
い
て 

四
の
（
4
）
に
つ
い
て 

四
の
（
3
）
に
つ
い
て 

一
般
論
と
し
て
言
え
ば
、
無
国
籍
の
発
生
と
は
、
い
ず
れ
の
国
籍
も
持
た
な
い
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
よ
う
な
場
合
に
は
無
国
籍
の
発
生
は
あ
り
得
る
。 

日
本
国
へ
の
帰
化
に
つ
い
て
は
、
国
籍
法
第
五
条
に
そ
の
一
般
的
な
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
無
国
籍
児
に
関

し
て
は
、
日
本
で
生
ま
れ
、
か
つ
、
出
生
の
時
か
ら
三
年
以
上
日
本
に
住
所
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
、
同
法
第
八
条
第
四
号

に
よ
り
、
右
帰
化
許
可
条
件
の
う
ち
、
能
力
条
件
（
第
五
条
第
一
項
第
二
号
）
及
び
生
計
条
件
（
同
項
第
四
号
）
を
要
し
な

い
こ
と
と
し
、
か
つ
、
住
所
条
件
（
同
項
第
一
号
）
も
緩
和
さ
れ
て
い
る
。 

無
国
籍
児
に
関
し
て
は
、
国
籍
法
第
二
条
第
三
号
に
よ
り
、
補
充
的
に
生
地
主
義
を
採
用
し
、
か
つ
、
右
の
と
お
り
、
普

通
帰
化
よ
り
要
件
の
少
な
い
簡
易
帰
化
と
い
う
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
無
国
籍
の
防
止
及
び
解
消
の
た
め
に
十
分
な
措
置
を

講
じ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

児
童
の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
へ
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
政
府
か
ら
同
委
員
会
へ
提
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
政
府 
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四
の
（
6
）
に
つ
い
て 

し
、
及
び
確
保
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
は
不
合
理
な
差
別
を
禁
ず
る
趣
旨
で
あ
っ
て
、
合
理
的

な
差
異
を
設
け
る
こ
と
ま
で
禁
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
解
し
て
い
る
。 

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
平
成
六
年
条
約
第
二
号
。
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
第
二
条
1
は
、
締
約
国
は
、
児
童

又
は
そ
の
父
母
等
の
出
生
又
は
他
の
地
位
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
こ
の
条
約
に
定
め
る
権
利
を
尊
重 

我
が
国
の
国
籍
法
に
お
け
る
嫡
出
子
と
嫡
出
で
な
い
子
と
の
間
の
国
籍
取
得
の
差
異
は
、
三
の
（
4
）
に
つ
い
て
で
お
答

え
し
た
と
お
り
合
理
的
な
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
条
約
第
二
条
1
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
差
別
に
は
当
た
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。 

部
内
で
鋭
意
作
成
中
で
あ
る
が
、
嫡
出
で
な
い
子
の
国
籍
取
得
に
関
す
る
我
が
国
の
法
制
度
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。 

い
。 ま

た
、
条
約
第
七
条
1
は
、
児
童
は
出
生
の
時
か
ら
国
籍
を
取
得
す
る
権
利
を
有
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、 

御
指
摘
の
児
童
の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
で
問
題
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な 

一
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四
の
（
7
）
に
つ
い
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条
約
第
七
条
1
及
び
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
規
約
」
と

い
う
。
）
第
二
十
四
条
3
は
、
児
童
は
国
籍
を
取
得
す
る
権
利
を
有
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
国
際
社
会

で
は
国
籍
を
有
し
な
い
児
童
の
地
位
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
締
約
国
が
児
童
は
国
籍
を
取
得
す
る
権
利
を
有

す
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
原
則
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
生
に
よ
り
外
国
の
国
籍
を
取
得
し
た
日
本
国
民
で
国
外
で

生
ま
れ
た
も
の
が
、
国
籍
不
留
保
に
よ
り
日
本
の
国
籍
を
喪
失
し
た
と
し
て
も
国
籍
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
で
は
な

く
、
何
ら
条
約
第
七
条
1
及
び
規
約
第
二
十
四
条
3
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

締
約
国
が
児
童
は
国
籍
を
取
得
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
原
則
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
締
約
国
に
対

し
、
自
国
内
で
出
生
す
る
場
合
を
含
め
、
自
国
内
に
い
る
す
べ
て
の
児
童
に
対
し
、
自
国
の
国
籍
を
付
与
す
る
義
務
を
課
し

た
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
、
合
理
的
な
理
由
に
よ
り
国
籍
が
付
与
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に

同
条
の
規
定
に
反
す
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
条
約
第
八
条
1
は
、
締
約
国
は
、
児
童
の
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
国
籍
等
を
含
む
身
元
関
係
事
項
に
つ
い
て

不
法
に
干
渉
さ
れ
る
こ
と
な
く
保
持
す
る
権
利
を
尊
重
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
籍
を
含
む
児
童
の
身
元
関
係 
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一
四 

事
項
が
不
法
に
干
渉
さ
れ
又
は
不
法
に
奪
わ
れ
た
場
合
に
は
児
童
の
地
位
が
不
安
定
と
な
り
、
児
童
が
適
当
な
保
護
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
等
か
ら
、
締
約
国
に
対
し
、
児
童
が
身
元
関
係
事
項
を
保
持
す
る
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
た
も
の
で
あ
り
、
児
童
が
自
国
の
国
内
法
に
従
っ
て
国
籍
を
喪
失
し
た
と
し
て
も
同
条
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。 


